
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子上に像を結像させるための２群２枚構成の撮像レンズであって、
　物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、
　前記各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、
　前記第１レンズよりも物体側に開口絞りが設けられ、

　ことを特徴とする撮像レンズ。
【請求項２】

　前記第１レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凹で、かつ、像側の面の光
軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であり、
　前記第２レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側
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　前記第１レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凹で、かつ、像側の面の光
軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であり、
　前記第２レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側
に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であ
る

　撮像素子上に像を結像させるための２群２枚構成の撮像レンズであって、
　物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、
　前記各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、
　前記第１レンズよりも物体側に開口絞りが設けられ、



に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸で、中間部の形状が像側に凹、
周辺部の形状が像側に凸である
　ことを特徴とす 像レンズ。
【請求項３】

　前記第１レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光
軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であり、
　前記第２レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側
に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸で、中間部の形状が像側に凹、
周辺部の形状が像側に凸である
　ことを特徴とす 像レンズ。
【請求項４】

　前記第１レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光
軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であり、
　前記第２レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側
に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であ
る
　ことを特徴とす 像レンズ。
【請求項５】

　前記第１レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光
軸近傍の形状が像側に凸であり、
　前記第２レンズは、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側
に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸であ
る
　ことを特徴とす 像レンズ。
【請求項６】
　前記第１レンズのアッベ数をν１、前記第２レンズのアッベ数をν２としたとき、
　ν１／ν２＞１．５　……（１）
　の条件式（１）を満足している
　ことを特徴とする請求項 記載の撮像レンズ。
【請求項７】
　前記第１レンズおよび前記第２レンズを構成する４つの面のうち、少なくとも１面が回
折光学面となっている
　を特徴とする請求項１ないし のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、比較的小さい寸法の像を形成するための撮像レンズに関し、特に小型の撮像装
置への搭載に適した撮像レンズに関する。
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る撮

　撮像素子上に像を結像させるための２群２枚構成の撮像レンズであって、
　物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、
　前記各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、
　前記第１レンズよりも物体側に開口絞りが設けられ、

る撮

　撮像素子上に像を結像させるための２群２枚構成の撮像レンズであって、
　物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、
　前記各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、
　前記第１レンズよりも物体側に開口絞りが設けられ、

る撮

　撮像素子上に像を結像させるための２群２枚構成の撮像レンズであって、
　物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、
　前記各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、
　前記第１レンズよりも物体側に開口絞りが設けられ、

る撮

５

５



【０００２】
【従来の技術】
従来より、ＣＣＤ（ Charge Coupled Device：電荷結合素子）やＣＭＯＳ（ Complementary
 Metal Oxide Semiconductor）などの撮像素子を用いた撮像装置が知られている。このよ
うな撮像装置では、撮像素子上に被写体像を結像させて、その画像を電子的に読み取るこ
とで撮影がなされる。このような撮像装置は、近年、撮像素子の小型化が進んでいること
から、装置全体としても非常に小型化が図られてきている。
【０００３】
特に、携帯電話における画像入力用のモジュールカメラやデジタルスチルカメラ（以下、
単にデジタルカメラという。）などは、近年、小型化が著しい。これらの小型の撮像装置
で使用される撮像レンズは、従来、小型・携帯性を重視して１枚のレンズのみで構成され
ていることが多い。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
一方で、近年では、撮像素子の性能が向上し、素子全体のサイズを大きくすることなく、
小型で高画素化が図られたものが開発されてきている。このような高画素化に伴い、それ
に使用される撮像レンズについても、従来より高い光学性能が要求され、１枚玉のレンズ
構成では十分な性能を満足できないという問題が生じてきている。
【０００５】
そこで、近年の撮像素子の高画素化に耐えうる光学性能を得るために、レンズの枚数を増
やすことが考えられる。しかしながら、レンズ枚数を増やすことで結像性能を向上させる
ことができる一方、全長の点で不利となり、撮像装置に搭載した場合に、小型・携帯性が
失われてしまうおそれがある。従来では、特に、高画素化の図られた小型の撮像装置への
搭載に適した性能、すなわち、小型化を図りつつも、十分な結像性能を満足するような撮
像レンズの開発が十分になされていない。
【０００６】
また、撮像装置用の撮像レンズとしてはその他にも、使用する撮像素子の特性に応じた種
々の性能のものが要求される場合がある。例えば、一般にＣＣＤなどの撮像素子を用いた
場合、その特性上、光線が撮像面に垂直に近い状態で入射することが望ましい。すなわち
、テレセントリック性が確保されていることが望ましい。従って、このような撮像素子の
特性に応じた種々の性能の撮像レンズの開発が望まれる。
【０００７】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、比較的像寸法の小さい、特
に小型の撮像装置への搭載に適した性能を得ることができる撮像レンズを提供することに
ある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明 撮像レンズは、撮像素子上に像を結像させるため
の２群２枚構成の撮像レンズであって、物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを
備え、各レンズを構成する４つの面がすべて非球面形状であり、第１レンズよりも物体側
に開口絞りが設けら

【０００９】
本発明による撮像レンズでは、２群２枚構成で、各レンズを構成する４つの面がすべて非
球面形状であることから、小型化を図りつつ、諸収差が良好に補正され、従来の１枚玉の
撮像レンズに比べて光学性能の向上が図られる。また、開口絞りが最も物体側に設けられ
ていることにより、テレセントリック性の確保が容易になされる。
【００１１】
　ここで、本発明 撮像レンズ 第１レンズを
、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凹で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側
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の第１ないし第５の観点に係る

れていることを基本構成とし、かつ、４つの面が以下のように最適化
された形状を有する構成となっている。

の第１の観点に係る は、上記基本構成に加え、



に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成とし、第２レンズを、物体側の面の光軸近傍の
形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状
が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成に （請求項 ）。
【００１２】
　また、本発明 撮像レンズ 第１レンズを、
物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凹で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に
凹で周辺部の形状が像側に凸である構成とし、第２レンズを、物体側の面の光軸近傍の形
状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が
像側に凸で、中間部の形状が像側に凹、周辺部の形状が像側に凸である構成に

（請求項 ）。
【００１３】
　また、本発明 撮像レンズ 第１レンズを、
物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に
凹で周辺部の形状が像側に凸である構成とし、第２レンズを、物体側の面の光軸近傍の形
状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が
像側に凸で、中間部の形状が像側に凹、周辺部の形状が像側に凸である構成に

（請求項 ）。
【００１５】
　また、本発明 撮像レンズ 第１レンズを、
物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に
凹で周辺部の形状が像側に凸である構成とし、第２レンズを、物体側の面の光軸近傍の形
状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が
像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成に （請求項 ）。
【００１６】
　また、本発明 撮像レンズ 第１レンズを、
物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に
凸である構成とし、第２レンズを、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の
形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が
像側に凸である構成に （請求項 ）。この構成とした場合、さらに、
　ν１／ν２＞１．５　……（１）
　の条件式（１）を満足していることが望ましい（ν１，ν２は、第１レンズおよび第２
レンズのアッベ数）。この条件を満足することで、倍率の色収差を補正し易くなる。
【００１７】
また、以上の本発明による撮像レンズの各構成において、第１レンズおよび第２レンズを
構成する４つの面のうち、少なくとも１面を回折光学面としてもよい。回折光学面を用い
ることで、倍率の色収差を補正し易くなる。
【００１８】
以上の本発明による撮像レンズの各構成を、撮像素子の特性などに応じて適宜選択するこ
とで、その撮像素子の特性などに応じた最適な光学性能が得られる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
図１～図９は、本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示している。図１～図
９に示した構成例は、後述の数値実施例１～１３（図１１～図１４）の少なくとも１つに
対応している。なお、図１～図９において、符号ｒｉ（ｒ１～ｒ４）は、ｉ番目の構成要
素の面の曲率半径を示し、符号ｄｉ（ｄ０～ｄ３）は、ｉ番目の面とｉ＋１番目の面との
光軸上の面間隔を示す。図１～図９には、参考として、最大画角で入射した光線の光路に
ついても示す。
【００２１】
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したものである １

の第２の観点に係る は、上記基本構成に加え、

したもので
ある ２

の第３の観点に係る は、上記基本構成に加え、

したもので
ある ３

の第４の観点に係る は、上記基本構成に加え、

したものである ４

の第５の観点に係る は、上記基本構成に加え、

したものである ５



図１～図９に示した本実施の形態に係る撮像レンズは、比較的小さい寸法（例えば直径φ
＝８ｍｍ以下）の像を形成するものであり、特に小型の撮像装置への搭載に適している。
【００２２】
この撮像レンズは、光軸Ｚ１に沿って、物体側より順に、第１レンズＬ１および第２レン
ズＬ２を備えた２群２枚構成のレンズとなっている。開口絞りＳｔは、第１レンズＬ１よ
りも物体側、すなわち、この撮像レンズの最も物体側に設けられている。この単焦点レン
ズの結像面Ｓｉｍｇ（撮像面）には、図示しないＣＣＤなどの撮像素子が配置される。第
２レンズＬ２と結像面Ｓｉｍｇとの間には、光学フィルタや撮像素子を保護するためのガ
ラス（またはプラスチック）の平行平面板ＣＧが挿入されていてもよい。
【００２３】
第１レンズＬ１および第２レンズＬ２は、その４つの面がすべて非球面形状となっている
。また、４つの面のうち、少なくとも１面に回折光学面を用いるようにしてもよい。レン
ズ材料は、光学ガラスまたプラスチックのどちらであっても良い。
【００２４】
第１レンズＬ１および第２レンズＬ２の形状としては、撮像素子の特性などに応じて、図
１～図９に示した構成のいずれかを選択することができる。
【００２５】
なお、以下の構成説明中、“光軸近傍の形状”とは、例えば、画角０°の光線５１（図１
０参照）が通過する範囲内での平均的なレンズ形状のことをいう。また、“周辺部の形状
”とは、例えば、最大画角の光線５２（図１０参照）が通過する範囲内での平均的なレン
ズ形状のことをいう。また、“中間部の形状”とは、光軸近傍と周辺部との間の領域にお
ける平均的なレンズ形状のことをいう。
【００２６】
図１に示した撮像レンズは、第１レンズＬを、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凹
で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸である構成としたものである。また、第
２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近
傍の形状が像側に凹である構成にしたものである。
【００２７】
図２に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に
凹で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成
としたものである。また、第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸
で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺
部の形状が像側に凸である構成にしたものである。
【００２８】
図３に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に
凹で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成
としたものである。また、第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸
で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸で、中
間部の形状が像側に凹、周辺部の形状が像側に凸である構成にしたものである。
【００２９】
図４に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に
凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成
としたものである。また、第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸
で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸で、中
間部の形状が像側に凹、周辺部の形状が像側に凸である構成にしたものである。
【００３０】
図５および図６に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状
が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹である構成としたものであ
る。また、第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状
が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側
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に凸である構成にしたものである。
【００３１】
図７および図８に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状
が物体側に凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸
である構成としたものである。また、第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が
物体側に凸で周辺部の形状が物体側に凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側
に凹で周辺部の形状が像側に凸である構成にしたものである。
【００３２】
図９に示した撮像レンズは、第１レンズＬ１を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に
凸で、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凸である構成としたものである。また、
第２レンズＬ２を、物体側の面の光軸近傍の形状が物体側に凸で周辺部の形状が物体側に
凹であり、かつ、像側の面の光軸近傍の形状が像側に凹で周辺部の形状が像側に凸である
構成にしたものである。
【００３３】
図９に示した構成とした場合、さらに、
ν１／ν２＞１．５　……（１）
の条件式（１）を満足していることが望ましい（ν１，ν２は、第１レンズおよび第２レ
ンズのアッベ数）。
【００３４】
次に、この撮像レンズの作用および効果について説明する。
【００３５】
この撮像レンズでは、２群２枚構成で、各レンズを構成する４つの面をすべて非球面形状
にしたことにより、小型化を図りつつ、諸収差を良好に補正することができる。また、開
口絞りＳｔを最も物体側に配置したことにより、撮像素子の特性に応じてテレセントリッ
ク性の確保がし易くなる。
【００３６】
また、各レンズを構成する４つの面のうち、少なくとも１面を回折光学面とすることによ
り、倍率の色収差を良好に補正することができる。その結果、色のにじみが少なくなり、
解像力などの結像性能を向上させることができる。
【００３７】
特に、図１の構成にした場合には、以下の作用、効果が得られる。
１．歪曲収差を小さくすることができる。
２．光学系前端から像面までの長さを比較的短くすることができる。
３．像面湾曲を比較的小さくすることができる。
【００３８】
また特に、図２～図４の構成にした場合には、以下の作用、効果が得られる。
１．像面に入射する光束の入射角を小さくし、画面周辺部でも十分な光量を撮像素子で取
り込むことができる。
２．像面湾曲を比較的小さくすることができる。
【００３９】
また特に、図５および図６の構成にした場合には、以下の作用、効果が得られる。
１．歪曲収差を比較的小さくすることができる。
２．光学系前端から像面までの長さを短くすることができる。
３．単一の材料にしたとしても、倍率の色収差を比較的小さくすることができる。
【００４０】
また特に、図７および図８の構成にした場合には、以下の作用、効果が得られる。
１．歪曲収差を比較的小さくすることができる。
２．光学系前端から像面までの長さを比較的短くしながら、像面に入射する光束の入射角
を比較的小さくし、画面周辺部でも十分な光量を撮像素子で取り込むことができる。
【００４１】
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また特に、図９の構成にした場合には、以下の作用、効果が得られる。
１．歪曲収差を比較的小さくすることができる。
２．光学系前端から像面までの長さを比較的短くすることができる
３．像面湾曲を比較的小さくすることができる。
４．コマ収差を十分に小さくすることができ、良好な像が得られる。
【００４２】
図９の構成において、アッベ数に関する条件式（１）を満足した場合には、さらに、倍率
の色収差を小さくすることができる。
【００４３】
このように、本実施の形態に係る撮像レンズによれば、物体側から順に、第１レンズＬ１
および第２レンズＬ２を備え、各レンズを構成する４つの面をすべて非球面形状とし、第
１レンズＬ１よりも物体側に開口絞りＳｔを設けるようにしたので、比較的像寸法の小さ
い、特に小型の撮像装置への搭載に適した性能を得ることができる。また、図１～図９に
示した構成を、撮像素子の特性などに応じて適宜選択することで、その撮像素子の特性な
どに応じた最適な光学性能を得ることができる。
【００４４】
【実施例】
次に、上記実施の形態に係る撮像レンズの具体的な数値実施例について説明する。
【００４５】
＜実施例１～１３＞
以下、第１～第１３の数値実施例（実施例１～１３）をまとめて説明する。図１１および
図１２は、実施例１～６に係る撮像レンズに関するデータを示している。特に、図１１に
は、実施例１～６に係る撮像レンズについての、曲率半径ｒ１～ｒ４、面間隔（厚さ）ｄ
０～ｄ３、屈折率Ｎ１，Ｎ２、アッベ数νｄ１，νｄ２、および平行平面板ＣＧとしての
カバーガラスの厚さと屈折率の値を示す。図１１にはさらに、Ｆナンバー、焦点距離ｆ、
バックフォーカスＢｆ、画角２ω（ω＝半画角）、および、この撮像レンズ光学系の前端
から像面までの距離ＴＣＬについても示す。また、回折光学面がある場合には、その係数
（ＤＯＥ（ Diffractive Optical Element）係数）の値についても示す。また、図１２に
は、非球面形状に関するデータを示す。曲率半径や面間隔の値などの単位はミリメートル
（ｍｍ）である。
【００４６】
また、図１１および図１２と同様にして、実施例７～１３に係る撮像レンズについてのデ
ータを図１３および図１４に示す。図１３から分かるように、特に実施例１２，１３につ
いては、アッベ数の値の比νｄ１／νｄ２が、上述の式（１）の条件を満たしている。
【００４７】
ここで、各実施例と図１～図９に示した構成の対応関係について説明すると、実施例１は
、図１に示した構成に対応し、実施例２は、図２に示した構成に対応し、実施例３，４は
、図３に示した構成に対応し、実施例５，６は、図４に示した構成に対応している。また
、実施例７は、図５に示した構成に対応し、実施例８，９は、図６に示した構成に対応し
、実施例１０は、図７に示した構成に対応し、実施例１１は、図８に示した構成に対応し
、実施例１２，１３は、図９に示した構成に対応している。
【００４８】
図１２および図１４に示した非球面データは、以下の式（Ａ）によって表される非球面形
状の式における係数である。なお、図１２および図１４に示した非球面を表す数値におい
て、記号“Ｅ”は、その次に続く数値が１０を底とした“べき指数”であることを示し、
その１０を底とした指数関数で表される数値が“Ｅ”の前の数値に乗算されることを示す
。例えば、「１．０Ｅ－０２」であれば、「１．０×１０ - 2」であることを示す。
【００４９】
【数１】
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ただし、
Ｚ：光軸から高さρの位置にある非球面上の点から、非球面の頂点の接平面（光軸に垂直
な平面）に下ろした垂線の長さ（ｍｍ）
ρ：光軸からの距離（ｍｍ）
Ｋ：円錐係数
Ｃ：近軸曲率（１／ｒ，ｒ：近軸曲率半径）
Ａｉ：第ｉ次（ｉ＝３～１０）の非球面係数
【００５０】
実施例４および実施例１１については、第１面が回折光学面とされている。回折光学面は
、光路長に次の式（Ｂ）で表される長さが付加されるような構成となる。
【００５１】
（Ｃ０１・ρ・λ）／２π　……（Ｂ）
ただし、
Ｃ０１：ＤＯＥ係数
ρ：光軸からの距離（ｍｍ）
λ：波長
【００５２】
図１５～図２７は、各実施例についての諸収差（球面収差、非点収差、歪曲収差および倍
率色収差）を示している。各収差は、ｅ線（５４６．１ｎｍ）を基準としたものを示し、
特に、球面収差および倍率色収差については、ｇ線（４３５．８ｎｍ），Ｃ線（６５６．
３ｎｍ）についても示す。
【００５３】
以上の各レンズデータおよび各収差図から分かるように、各実施例について、諸収差が良
好に補正されており、また、小型の撮像装置への搭載に適した性能が得られている。
【００５４】
なお、本発明は、上記実施の形態および各実施例に限定されず種々の変形実施が可能であ
る。例えば、各レンズ成分の曲率半径、面間隔および屈折率の値などは、上記各数値実施
例で示した値に限定されず、他の値をとり得る。
【００５５】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１ないし のいずれか１項に記載の撮像レンズによれば、
物体側から順に、第１レンズおよび第２レンズを備え、各レンズを構成する４つの面をす
べて非球面形状とし、第１レンズよりも物体側に開口絞りを設け、かつ、４つの面の

するようにしたので、比較的像寸法の小さい、特
に小型の撮像装置への搭載に適した性能を得ることができる。特に、２群２枚構成で、各
レンズを構成する４つの面をすべて非球面形状にしたことから、小型化を図りつつ、諸収
差を良好に補正し、光学性能の向上を図ることができる。また、開口絞りを最も物体側に
設けたことにより、テレセントリック性を確保し易くなる。
【００５６】
　特に、請求項 記載の撮像レンズによれば、請求項 記載の撮像レンズにおいて、アッ
ベ数に関する所定の条件式（１）を満足するようにしたので、さらに、倍率の色収差を小
さくすることができる。
【００５７】
　特に、請求項 記載の撮像レンズによれば、各レンズを構成する４つの面のうち、少な
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くとも１面を回折光学面にしたので、倍率の色収差を良好に補正することができる。その
結果、色のにじみが少なくなり、解像力などの結像性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例１に
対応するレンズ断面図図である。
【図２】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例２に
対応するレンズ断面図である。
【図３】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例３，
４に対応するレンズ断面図である。
【図４】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例５，
６に対応するレンズ断面図である。
【図５】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例７に
対応するレンズ断面図である。
【図６】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例８，
９に対応するレンズ断面図である。
【図７】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例１０
に対応するレンズ断面図である。
【図８】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例１１
に対応するレンズ断面図である。
【図９】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの構成例を示すものであり、実施例１２
，１３に対応するレンズ断面図である。
【図１０】本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの中心部と周辺部との概念を示す図で
ある。
【図１１】本発明の実施例１～６に係る撮像レンズのレンズデータのうち、基本的なデー
タを示す説明図である。
【図１２】本発明の実施例１～６に係る撮像レンズのレンズデータのうち、非球面のデー
タを示す説明図である。
【図１３】本発明の実施例７～１３に係る撮像レンズのレンズデータのうち、基本的なデ
ータを示す説明図である。
【図１４】本発明の実施例７～１３に係る撮像レンズのレンズデータのうち、非球面のデ
ータを示す説明図である。
【図１５】実施例１の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図１６】実施例２の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図１７】実施例３の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図１８】実施例４の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図１９】実施例５の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２０】実施例６の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２１】実施例７の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２２】実施例８の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２３】実施例９の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２４】実施例１０の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２５】実施例１１の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２６】実施例１２の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【図２７】実施例１３の撮像レンズについての諸収差を示す図である。
【符号の説明】
Ｌ１…第１レンズ、Ｌ２…第２レンズ、ＣＧ…平行平面板、Ｚ１…光軸。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(10) JP 3717487 B2 2005.11.16



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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